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北海道熊研究会」Hokkaido Bear Research Association  

   Website は「北海道野生動物研究所」と入力して下さい 

「北海道熊研究会」Hokkaido Bear Research Associationの活動目的 

    熊の実像について調査研究し、熊による人畜及びその他経済的被害を予防しつつ、人と熊

が棲み分けた状態で共存を図り、狩猟以外では熊を殺さない社会の形成を図るための提言と啓

発活動を行う。 この考えの根底は、この大地は総ての生き物の共有物であり、生物間での食

物連鎖の宿命と疾病原因生物以外については、この地球上に生を受けたものは生有る限りお互

いの存在を容認しようと言う生物倫理(生物の一員として人が為すべき正しき道)に基づく理

念による。 

 

[I]＜今回は、猟師が減少したために熊の捕殺数が減り、熊が増えたと言う見解に対する反証を

述べる＞ 

下表は日本国内で、狩猟免許を、有する者の年度別人数である。(狩猟免許が無いと熊鹿猪

など狩猟獣は殺せない)。1995年度は24万6千人だったのが、2000年以降は、21万人ないし18

万人台で微増減しているが、1995年以前と比較し、減少している事は間違いない。 

 

[II]  ＜日本での月輪熊U.thibetanusと羆U.arctosの捕殺数＞ 

有史以来、日本では、月輪熊が本州以南にのみ生息し、羆が北海道にのみ生息している。 

その捕殺数の資料は、月輪熊は1923年(大正12年)から、羆は1873年(明治6年)からある。 



下記の表は、その内の、1961年から2014年に至る54年間の羆と月輪熊の年度別

捕殺頭数で、狩猟と駆除に分けた数値とその合計数である。少なくとも、2000年

以降の年度別捕殺数の合計値(狩猟数＋駆除数)は、3年単位で見ると、明らかに増

加している。従って、猟師が減少していても、熊の捕殺数は減っていないのが実

態である。 

その理由は、狩猟期の猟具として、熊猟に1983年以降使用が禁止されている檻

罠での捕獲が駆除用には許可され、罠の誘餌に蜂蜜果物鹿の臓器や肉家畜の餌な

どを同時に用いる等の工夫で、熊が容易に餌に誘引され以前にもまして檻罠に入

るようになり、その為に、捕殺数が増加しているのである。 

＜ 1961年から 2014年に至る 54年間の羆と月輪熊の年度別捕殺頭数＞

 


